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最終学年 3年生、「挑戦」が自分を成長させる 自分の行動を律する者が、自分の足で立って社会を歩むことができる。進路活動は大人のすること。 

 

 

 

 

いよいよ小山高校での学びもあと１年とな

りました。１年後には、皆さん全員が名実とも

に「大人」になります。今のみなさんは、社会

の中で生きていくことができる大人でしょうか？     

大人とは、自分のことだけでなく社会全体

のこと、今だけでなく将来のことも考え行動で

きる人のことです。つまり、大人は「全体を見

る目」を持っています。そして、大人とは、今す

るべきことは何かを考えて自分の行動を律し、

自分の足で立って歩みだすことのできる自立の力を持つ人のことです。みなさんはあと１年で大人になっていくのです。 

この１年間は、進路決定の１年でもあります。今までみんなで一緒に歩んできたルート、－小学校、中学校、そして

高校という一連の歩み－が、人それぞれ自分の将来を見据えて分かれていく時期でもあります。みなさん、一人ひとりが

どのような大人になるのか、自分で決定していく時期が高校 3年生なのです。その意味でも、進路活動とは、自身を見

つめ、自分の目標を決定して、自分の言動や心を律し、社会に貢献する主体性ある市民として自立した「大人」が

することなのです。 

小山高校を卒業するときに、自分の歩んできた道を、胸を張って振り返ることができるといいですね。この 1年間は

「自律と自立」を心に留めて、「理想の大人」になる時間にしてください。小山高校の教職員、全員でみなさんの成長を

サポートしていきます。令和７年度もよろしくお願いします。 

３学年目標 「自律と自立」 
進路活動は「大人」のすること。PDCAサイクルで自分を磨く 
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[著者] 

自律と

自立 

３年生 

小山高校最後の１年。自分

の目標に挑戦する姿を互い

に励まし合い成長する！ 

３年生「自律と自立」
－進路活動は大人のすること－

目標に向かって

自分の言動や心を律する

社会に貢献する主体性ある

市民として自立

２年生「全体を見る目」

１年生「耳と目と心で聴く」

3年生、学業、学校行事、部活動で限界突破！

みんなならできる！みんなでならできる！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

3年生新クラス＆担任・副担任 
担任：白井竜治（数学） 

副担：坂口麗美（英語） 

白井：一人ひとりの進路実現に力

を入れていきます！大学進学実績

では「シライの奇跡」を起こします！ 

担任：難波祐気（国語） 

副担：内藤智彦（数学） 

難波：勉強も、遊びも       

ナンバーワン！！ 

 

左上から：小川寛太さん、湯山槙人さん                                          

土屋蓮さん、戸田翔大さん、臼井悠喜さん                                         

矢嶋悠葵さん、山口加絵さん、鈴木美羽さん                                        

林心美さん、子上真奈さん、瀬戸あゆかさん                                        

勝間田梨那さん、平山佳誉さん 

左下から：山口凜さん、森田悠里さん、                                            

小野優音さん、妹尾順華さん、勝亦紗良さん                                        

勝間田颯姫さん、後藤柚奈さん、                                                

鈴木天華さん、余田綾香さん、山本紅葉さん                                        

勝又梨紗さん 

 

 

 

 

担任：井上実奈子（体育） 

副担：嶋諭志（英語） 

井上：努力を楽しめる努力をしろ！ 

厳しくするからな♡ 

２年学年末成績優秀者 


